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■デジタルトランスフォーメーションが目指すもの
さらに複雑な多くのデータを効率的に処理し，精度の高い結果を得るために，各レベルおよび
側面の専門家が，数理的な基盤の上に連携し，融合した一体型の分析システムを実現する．

主に次の点を一体になって進めます．
1. 新しい理論に基づく人工知能を含むシステムの拡張
2. 入力データおよびシステムが加工したデータに対する有効な数理的分析手法の確立
3. 分析から得られた結果をシステムへフィードバックする循環データマイニングモデルの確立

予測モデル
構築

DSA画像

自動検出 特徴量抽出 予測モデル構築
深層学習モデルUNETRを用いて

脳動脈瘤を自動で検出
PyRadiomicsを用いて

予測された領域から特徴量抽出
機械学習を用いて

1st コイルのサイズと長さを予測

3次元形態情報・Surface Area
・Sphericity・Volume etc.

放射線学的テクスチャ情報
Pattern 1 Pattern 2 Pattern 3 Pattern 4 

(examples)

SHAPを用いて予測に寄与した
変数を明らかにする

特徴量抽出自動検出

PyRadiomicsとは？
・医療画像特徴量抽出に特化した

Pythonオープンソースライブラリ*** 
・3次元形態情報と放射線学的テクスチャ情報を抽出

SHAPとは？
・機械学習モデルの出力を解釈するためのライブラリ
・ゲーム理論に基づくSHAP値を利用しモデルを解釈
本研究では・・・
・予測に寄与した変数と各症例に対する予測の解釈
・医師の意思決定支援に貢献

***Van Griethuysen, Joost JM, et al. “Computational radiomics system to decode the radiographic phenotype.” Cancer research .2017.

テクスチャ情報：グレースケール値のパターンや構造を定量的に評価した値

 LightGBM回帰アルゴリズムを用いて予測モデル
を構築

 入力はPyRadiomicsによって抽出された88つの特
徴量

 ハイパーパラメータはベイズ最適化をもとに実施
 サイズと長さのそれぞれで予測モデルを構築し，
正解データは医師が実際に処置してから現在まで
再治療が行われていない値とした．

UNETRとは？**
・医療画像セグメンテーションモデル(2022年)
・Vision Transformerを活かした階層構造モデル

実験詳細
・エポック：1000
・学習率：0.0001
・重み：0.0001
・損失関数：MSE

・入力：96x96x96
・出力：3ラベル(空気，脳血管，脳動脈瘤)
・最適化手法：AdamW
・GPU：NVIDIA RTX A6000 (48GB)

**Hatamizadeh, Ali, et al. "Unetr: Transformers for 3d medical image segmentation."
Proceedings of the IEEE/CVF winter conference on applications of computer vision. 2022.

三三次次元元医医療療画画像像をを用用いいたた血血管管内内治治療療ににおおけけるる意意思思決決定定支支援援シシスステテムムのの開開発発

※※大大和和田田研研究究室室研研究究開開発発成成果果

-- 東東京京慈慈恵恵会会医医科科大大学学ととのの共共同同研研究究 --

（悪意のある）
プログラム

（マルウェア）

解析システム
SCLDA

LLM
(ChatGPT-4o)

解析
データ

( System Call Level 
Dynamic Analysis)

シシスステテムムココーールルレレベベルルのの動動的的解解析析デデーータタとと
LLLLMMにによよるるママルルウウェェアアのの説説明明情情報報のの生生成成

※※西西山山研研究究室室研研究究開開発発成成果果

動的解析システム
解解析析結結果果にに基基づづくく
説明情報生成手法の開発

システムコール
呼び出し履歴 説明情報生成

OS(Linux)改造に基づくシステム開発
従従来来のの手手法法ととはは異異ななりり

重要な情報のリアルタイム取得を実現
シシスステテムムココーールルにに関関わわるる

・プログラムの挙動に関する詳細な情報を取得可能へ
・マルウエアによる解析を妨害する機能への耐性獲得

LLMによる説明情報生成を模索

※※上上記記のの研研究究成成果果のの一一部部はは国国際際会会議議 ICAART2024採採択択・・発発表表、、
おおよよびび論論文文誌誌 LNAIにに採採択択済済

解解析析デデーータタにに対対すするる

※※解解析析シシスステテムムのの改改良良もも含含めめ、、国国際際会会議議 ICAART2025へへ投投稿稿
悪意ある挙動の証拠を提示可能へ

ママルルウウェェアア検検知知だだけけででななくく

・実行内容の悪質性評価に重点→攻撃内容に依存せず
・LLMに対する質疑応答を反復し説明情報を深化可能

※※実実行行例例：：
OS（システム）の挙動を
阻害するマルウエア

SCLDA

unlinkシステムコール利用
/sbin/reboot
/sbin/shutdown
/sbin/poweroff
/sbin/halt
いずれも返り値0

・重要なシステム
コマンドを削除

・シャットダウンや
再起動を妨害

・マルウェアである
可能性が極めて高いLLM

解析データ例 説明情報例
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東京理科大
流山市

内田洋行 ソニー（SIE）

• 機材のご提供
• 技術サポート

• カリキュラム案作成
• 授業コンテンツ作成
• 授業支援
• 学生の参画

• 全体の統括
• ICT教育方針と実践
• 各学校との調整

・ カリキュラム案を
東京理科大と共同開発

・ 具体的な指導案の共同開発
・ オリジナル教材パッケージ

の開発

「「流流山山市市先先進進的的統統合合型型ププロロググララミミンンググ教教育育」」
（（野野田田市市・・流流山山市市ととのの包包括括的的なな連連携携））

公公共共のの（（ががんん））ゲゲノノミミククスス
デデーータタ

◉ TTCCGGAA  ((TThhee  CCaanncceerr  GGeennoommee  AAttllaass))
◉東東北北メメデディィカカルルメメガガババンンクク機機構構
eettcc..

（（目目標標））「「ががんんゲゲノノミミククススデデーータタササイイエエンンスス医医療療」」のの基基盤盤整整備備

◉◉ががんんゲゲノノムム情情報報
◉◉ががんんオオミミククススデデーータタ
◉◉医医療療情情報報
◉◉公公共共ののががんんゲゲノノミミククススデデーータタ

国国立立ががんんセセンンタターー
東東病病院院//NNCCCC--EEPPOOCC
に蓄積している医療データ

◉統合プラットフォーム
◉層別化
◉治療提案
◉バイオマーカー//治療
標的分子の抽出
◉数理モデル eettcc..

データサイエンスにより解決
情報処理
統計解析
機械学習
数理学

「「ががんんゲゲノノミミククススデデーータタササイイエエンンスス医医療療」」「「人人工工知知能能にによよるる脳脳卒卒中中予予防防シシスステテムムのの開開発発・・実実用用化化」」

NEDOププロロジジェェククトトかからら継継続続：：

ここれれままででにに展展開開・・実実施施ししててききたた様様々々なな大大学学間間共共同同研研究究おおよよびび産産学学連連携携のの内内容容ををささららにに発発展展・・高高度度化化へへ

学学長長特特別別研研究究推推進進ププロロジジェェククトトよよりり：：

国際会議 PETRA2025にてWorkshopを開催予定
2025年6月25日～27日にギリシャ・コルフ島で開催予定の国際会議PETRA2025※※において、
「Digital Transformation Workshop (DTW)」というタイトルにてDX関連のワークショップを
本部門メンバーの神林靖教授（山口東京理科大学数理情報科学科）を中心にして開催し、
多数の研究成果を発表予定。
※ The 18th PErvasive Technologies Related to Assistive Environments Conference
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